





























































Acquisition and Long-term Maintenance of Social Living Skills for Mental Handicapped Children
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































－－－ 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 3 5 5 5 5 5 5
３　残菜をビニール袋に入




－－－ 3 3 3 3 3 5 － 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5
５　食器、箸などを全部洗
いおけにつける － 0 0 3 4 3 3 4 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5
６　洗いおけに水を入れる。－ 0 0 3 4 4 4 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5
７　洗っている時は水を止
めておく 0 0 0 3 3 5 4 5 5 5 4 3 3 5 3 3 3 3 3 5 4 5 3
８　水道の水でスポンジを
ぬらす 0 0 0 1 3 1 3 3 5 3 3 5 4 4 4 4 4 5 5 5 4 5 3
９　スポンジに洗剤を直径
１㎝程度つける 0 0 0 3 3 3 3 3 5 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 4 3 3
10　食器の中を10回洗う 0 0 0 3 3 3 3 5 3 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5
11　食器のふちをはさんで
10回洗う 0 0 0 3 1 1 3 5 3 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5








－ 0 0 1 3 3 3 3 5 3 3 3 3 5 3 3 5 5 5 5 5 5 5




－ 0 0 1 1 1 1 3 1 1 1 1 3 3 5 3 3 3 5 5 5 5 5
17　すすぎの前に手の泡を
落とす 0 0 0 3 3 5 5 5 5 5 5 5 3 5 5 5 3 5 3 5 5 5 5
18　洗いおけを所定の位置
に逆さまにして片づける － 0 0 3 3 3 3 3 4 5 5 3 3 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5
19　食器の中を10回すすぐ 0 0 0 1 1 1 1 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 5 5 5 5 5 5
20　食器の裏を10回すすぐ 0 0 0 1 1 1 1 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 5 5 5 5 5 5
21　食器の中を10回すすぐ 0 0 0 1 1 1 1 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 5 3 5 5 5 5
22　水切りカゴに同じ食器




－ 0 0 1 1 5 3 5 1 3 5 5 5 5 1 3 3 3 5 5 5 5 5
24　手かがりカードを拭く
（洗う） －－－ 3 3 3 3 5 5 5 3 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5
25　布巾で流し台を拭く 4 －－ 3 3 3 3 4 5 5 5 5 5 5 5 4 5 5 5 5 5 5 5
５　一人でできる
４　ツールを見るように促されるだけでできる。
３　絵の説明や言葉の指示・説明でできる。
２　モデルを示せばできる。
１　身体的補助をされてできる。（または正しいやり方をやってもらうこと，洗濯物の一部
を持ってもらうことも含む）
０　標的行動とかけ離れた自分なりの方法でやり、次へと進んだもの。もしくは、飛ばして
次へと進んだもの。
－　試行環境にない，またはデータがない
ベースライン及び
指導の回数
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行動に関する指導室環境と家庭環境の相違が考えられた。家
庭環境と近似した随伴性を指導室において設定することで，
学校から家庭へ場所が変わっても般化が容易になった。
　③　保護者の負担を最小限に，満足を最大限にすることを
目指した方略をとったことである。保護者の負担が最小限で
済むために，視覚的手がかりを使って学校でほぼ完璧にでき
るようにしてから家庭で始めてもらった。山本（1995）は，
標的行動に対する保護者の動機づけを高める変数の一つとし
て，技法の使いやすさを挙げている。家庭においては，もし
対象児が分からなかったり，間違ったことをしたときは視覚
的手がかりを使うことで保護者にも指導が可能になった。ま
た，学校で指導した標的行動のやり方は，保護者のやり方に
基づいているので，対象児が家庭で行っても保護者の満足度
が高く，やり直しをする必要がほとんど無かったことが維持
の原因として考えられた。
　④　家庭環境での般化・自発・維持をめざした総合的な方
略をとったことである。本プログラムでは，富山大学教育学
部附属養護学校（2001）が提唱する「支援ツール」を導入し
た。支援ツールは「手がかりツール」と「交換記録ツール」
で構成されている。本プログラムでは，それぞれ，「干し方
手がかりハンガー」「食器洗い手順表」と，「がんばり記録」
がそれらに該当する。標的行動の般化・自発・維持を総合的
に支援するこのようなパッケージとしての方略を提供したこ
とで相乗的な効果があったと考えられた。
２．本プログラムで支援ツールが果たした役割
　本プログラムの手がかりツールである「干し方手がかりハ
ンガー」「食器洗い手順表」は，指導のそれぞれの時期に以下
のような働きをなしたと考えられる。①学校での指導の初期
においては，実際の標的行動を分かりやすく説明するための
教材として働いた。②指導が進むにつれ，対象児が標的行動
を実行する際の補助として働いた。さらに，③家庭において
標的行動を自発・遂行することを支援する働きをした。④時
間の経過とともに，対象児が標的行動を行う際に，自己流に
なるのを防ぐ働きもあった。それに加えて，⑤家族や周りの
教師に標的行動に関する情報を提供する働きを負っていた。
　本プログラムの交換記録ツールである「がんばり記録」が
果たした働きとして以下のようなことが考えられる。①対象
児が家庭場面で行う標的行動を，長期にわたって毎回確実に
評価・強化する働きがあった。②その都度，記録用紙を綴じ
込み，増やしていくことにより，対象児にとって自分の行っ
た手伝いの積み重ねが自己確認できるという働きもあった。
また，③家庭と学校ががんばり記録を共有することで，対象
児の行動を励まし合い認め合い，ときにはお互いの意見を交
換することで，相互強化随伴性の形成に寄与したといえる。
④日常場面での標的行動の実行を自己管理することを可能に
した点がある。
３．今後の課題
１）家庭での自発・維持を学校がどのように支援するか
　対象児が標的行動を実行する頻度は，それぞれの家庭で異
なった。それぞれの家庭において，継続して実行しやすい生
起頻度レベルが異なると考えることができる。対象児S3の
保護者は連絡帳で，「私が怠けてしまって，，，」と書いている
が，毎日欠かさず行うことがよいとも言い切れない。逆に，
毎日続けられないことを保護者がいけないことと捉え，負担
感を抱いてしまうことも考えられる。それぞれの家庭が継続
して実行しやすい生起頻度レベルを見通して，支援を計画す
る必要があり，保護者へのサポートをどのように行っていく
のは，内容や方法について検討していく必要がある。
２）プログラムを学校の中でいかに組織的に運用していくか
　井上ら（1995）が言うように，地域・家庭に根ざした教育
を実践していく場合，教育プログラムの中身である具体的な
方法論とそのプログラムをどのように組織的に運用するかが
問題となる。
　本研究の場合も，対象児の担任と協同して実践を進めるに
当たり，共通の土壌で考えることができるようになるため，
一定の研修の期間が必要であった。背景となる理論と実際の
手法を学ぶために，一緒に参考文献を読む等した。養護学校
現場で取り組む場合，個々の教師に負担がかかりすぎず，専
門的な手法が現場に広がるようなシステム作りが必要と考え
られる。
　さらに，家庭への支援を養護学校の教育課程の内容にどの
ように位置づけるかという問題がある。本研究では「日常生
活の指導」に位置づけて時間枠を確保し，１回につき20分か
ら30分の個別指導を行った。地域社会，家庭生活で知的障害
児が自立して生活していくための指導内容は多様である。保
護者のニーズや家庭での様子を調査して，標的行動を見極め，
その標的行動が身に付くための授業を，どのような指導形態・
時間で，どのように指導していけばよいのかを考える必要が
ある。
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資料１　保護者のニーズを把握するためのアンケート
資料２　家庭独自のやり方調査アンケート（洗濯物干し）
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資料3　洗濯物干しの視覚的手がかり
　　　　「干し方手がかりハンガー」
・洗濯物を干す手順：家庭独自の干し方が示してある
・洗濯物を干すハンガーと洗濯ばさみの留め方
資料４　食器洗いの視覚的手がかり「食器洗い手順表」
・食器洗いの手順：簡潔な文とイラストで示してある
・ポイントの部分だけイラストで
・準備や片づけ方、洗剤をしまう位置なども
資料５　家庭での標的行動が維持するための方略
　　　　「がんばり記録」
・記録欄：標的行動を行うごとに、日付を書き、シールを貼る
・確認の判子：学校で担任が、対象児の家庭での実施を褒めて、
確認の判子を押す
・コメント欄：保護者と担任のやりとりに
　担任は、家庭での実施についてアドバイスを書き込むとともに、
家庭での実施を称賛する
ボロボロになった表紙
対象児は毎日、携帯して、
見返している
